
（
敬
称
略
）

一

千
葉
大
学
法
学
会
主
催
・
共
催
の
講
演
会

二
〇
二
三
年
度
に
次
の
講
演
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
三
年
五
月
一
三
日

一
三
時
三
〇
分
〜

題

目

千
葉
県
弁
護
士
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
弁

護
士
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て
―
そ
の
魅
力
・
や
り
が

い
・
社
会
的
意
味
―
」

講

師

大
薄

裕
也
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

佐
賀

紘
人
（
弁
護
士
）

高
橋

亜
衣
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

丹
野

大
輔
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

二
〇
二
三
年
一
一
月
二
日

一
〇
時
三
〇
分
〜

題

目

労
働
法
Ⅰ
特
別
講
義
「
労
働
基
準
監
督
官
の
仕
事

〜
あ
な
た
の
正
義
感
を
働
く
全
て
の
人
た
ち
の
た
め

に
〜
」

講

師

竹
中
広
治
郎
（
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部

特
別
司

法
監
督
官
）

二
〇
二
三
年
一
二
月
一
二
日

一
八
時
〜

題

目
「
法
政
経
学
部
・
専
門
法
務
研
究
科
出
身
の
本
年
度

司
法
試
験
合
格
者
に
よ
る
合
格
体
験
講
演
会
」

講

師

友
枝

春
菜
（
令
和
五
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政
経

学
部
卒
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

尾
上

綾
汰
（
令
和
五
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政
経

学
部
卒
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

荒
井

凌
（
令
和
五
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政
経
学

部
卒
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

木
本

貴
翔
（
令
和
五
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政
経

学
部
卒
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

鴫
原

遼
我
（
令
和
五
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政
経

学
部
卒
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

川
島

ゆ
い
（
令
和
五
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政
経

学
部
卒
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

二
〇
二
三
年
一
二
月
二
六
日

一
四
時
三
〇
分
〜

題

目

令
和
五
年
司
法
試
験
論
文
式
試
験
民
事
系
科
目
第
３

問
（
民
事
訴
訟
法
）
及
び
同
選
択
科
目
（
倒
産
法
）

の
解
説

講

師

高
倉

太
郎
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

二
〇
二
四
年
一
月
一
〇
日

一
七
時
五
〇
分
〜

題

目

公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス

講

師

榎
本

光
貴
（
法
学
コ
ー
ス
学
生
・
千
葉
県
庁
内
定
）

雑

報
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鈴
木

優
華
（
法
学
コ
ー
ス
学
生
・
農
林
水
産
省
内

定
）

原

知
香
代
（
法
学
コ
ー
ス
学
生
・
東
京
地
方
裁
判

所
内
定
）

岩
田

知
久
（
政
治
学
・
政
策
学
コ
ー
ス
学
生
・
環

境
省
内
定
）

二
〇
二
四
年
三
月
七
日

一
二
時
五
〇
分
〜

題

目

令
和
五
年
司
法
試
験
予
備
試
験
問
題
検
討
会

講

師
（
憲
法
）
山
本

悠
一
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究

科
修
了
生
）

（
刑
法
）
瀬
野

泰
祟
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究

科
修
了
生
）

（
民
法
）
荒
木

尚
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究
科

修
了
生
）

二

研
究
会
活
動

千
葉
大
学
法
政
経
学
部
内
で
、
二
〇
二
三
年
度
に
次
の
研
究
会
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

１

千
葉
大
学
国
際
高
等
研
究
基
幹
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
公
正

社
会
研
究
の
新
展
開
」

二
〇
二
三
年
六
月
二
十
一
日

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

Social
Fairness

and
W
ork

Engagem
ent

in
Canada

during
CO
V
ID
- １９:

A
Business

D
i-

m
ension

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

Patrick
Charlton

（
ア
ル
ゴ
ン
キ
ン
カ
レ
ッ
ジ
教
授
）

討
論
者

水
島

治
郎

小
林

正
弥

二
〇
二
三
年
七
月
三
日

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

第
二
回
国
際
温
暖
化
対
策
研
究
会

も
と
理
系
の
視
点
か
ら
地
球
温
暖
化
問
題
と
ひ
と
の

対
応

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

張

暁
芳
（
千
葉
大
学
国
際
高
等
研
究

基
幹
特
任
助
教
）

報
告
者

近
藤

昭
彦
（
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

二
〇
二
三
年
九
月
六
日

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

第
二
回
国
際
温
暖
化
対
策
研
究
会

公
正
な
政
策
づ
く
り
を
目
指
し
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

張

暁
芳
（
千
葉
大
学
国
際
高
等
研
究

基
幹
特
任
助
教
）

報
告
者

諸
富

徹
（
京
都
大
学
教
授
）

張

暁
芳
（
千
葉
大
学
国
際
高
等
研
究
基
幹
特
任
助

教
）

討
論
者

水
島

治
郎

石
戸

光

二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日

内
部
研
究
会

テ
ー
マ

W
ellbeing

and
Public

Policy:
A
Focus

on

《雑 報》
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the
Form

er（
W
ellbeing）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

A
rthur

Grim
es

（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
ウ
ェ
リ
ン

ト
ン
教
授
）

討
論
者

水
島

治
郎

小
林

正
弥

石
戸

光

二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日

内
部
研
究
会

テ
ー
マ

W
ellbeing

and
Public

Policy:
A
Focus

on
the
Latter（

Public
Policy）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

小
林

正
弥

討
論
者

A
rthur

Grim
es

（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
ウ
ェ
リ
ン

ト
ン
教
授
）

水
島

治
郎

石
戸

光

二
〇
二
四
年
二
月
十
九
日

内
部
研
究
会

テ
ー
マ

Fair-society
through

Business
Innovation

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

Patrick
Charlton

（
ア
ル
ゴ
ン
キ
ン
カ
レ
ッ
ジ
教
授
）

Chris
Castillo

（
ア
ル
ゴ
ン
キ
ン
カ
レ
ッ
ジ
教
授
）

二
〇
二
四
年
二
月
二
十
日

内
部
研
究
会

テ
ー
マ

BestBusinessPracticesin
a
Post-Covid

W
orld

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

Patrick
Charlton

（
ア
ル
ゴ
ン
キ
ン
カ
レ
ッ
ジ
教
授
）

Chris
Castillo

（
ア
ル
ゴ
ン
キ
ン
カ
レ
ッ
ジ
教
授
）

二
〇
二
四
年
二
月
二
十
一
日

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

H
ow
to
Startup

a
Business

in
the
PostPan-

dem
ic
Fair

Society

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

Patrick
Charlton

（
ア
ル
ゴ
ン
キ
ン
カ
レ
ッ
ジ
教
授
）

Chris
Castillo

（
ア
ル
ゴ
ン
キ
ン
カ
レ
ッ
ジ
教
授
）

二
〇
二
四
年
三
月
十
四
日

人
工
知
能
技
術
と
法
理
論
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

川
瀬

貴
之

報
告
者

陳

弘
儒
（
台
湾：

中
央
研
究
院
研
究
員
）

横
田

明
美
（
明
治
大
学
法
学
部
教
授
）

白
石

友
行
（
千
葉
大
学
社
会
科
学
研
究
院
教
授
）

西
貝

吉
晃（
千
葉
大
学
社
会
科
学
研
究
院
准
教
授
）

コ
メ
ン
ト

川
瀬

貴
之

２

千
葉
少
年
問
題
研
究
会

二
〇
二
三
年
五
月
一
八
日

第
九
五
回

テ
ー
マ
「『
こ
ど
も
の

み
・
か
・
た
』
―
背
景
へ
の
理
解
―
」

報
告
者

山
口

修
平
（
児
童
養
護
施
設

一
宮
学
園
）

二
〇
二
三
年
七
月
二
〇
日

第
九
六
回

テ
ー
マ
「
少
年
友
の
会
の
活
動
〜
歴
史
と
現
状
〜
」

報
告
者

横
山

勝
（
東
京
少
年
友
の
会
会
員
・
元
家
裁
調
査

３５３



官
）

二
〇
二
三
年
九
月
二
八
日

第
九
七
回

テ
ー
マ
「
親
に
頼
れ
な
い
困
窮
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、
若

者
た
ち
の
オ
ン
ラ
イ
ン
支
援
現
場
か
ら
」

報
告
者

今
井

紀
明
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
×
Ｐ
理
事
長
・

株
式
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｏ
代
表
）

二
〇
二
三
年
一
一
月
一
六
日

第
九
八
回

テ
ー
マ
「
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と
し
て
の
歌
舞
伎
町
、
少

年
院
と
支
援
」（
仮
）

報
告
者

渡
邊

美
代
子
（
一
般
社
団
法
人
コ
ッ
ト
ン
マ
ム
社

会
福
祉
士
事
務
所
わ
た
な
べ
ワ
ー
カ
ー
ズ
）

二
〇
二
四
年
一
月
一
八
日

第
九
九
回

テ
ー
マ
「
有
明
高
原
寮
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
」

報
告
者

原

経
宏
（
有
明
高
原
寮

首
席
専
門
官
）

二
〇
二
四
年
二
月
一
七
日

第
一
〇
〇
回

テ
ー
マ
「
最
近
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
状
況
」

報
告
者

河
原

俊
也
（
千
葉
家
庭
裁
判
所
少
年
部
部
総
括
裁

判
官
）

渡
邊

直
（
千
葉
中
央
児
童
相
談
所
所
長
）

後
藤

弘
子
（
千
葉
大
学
教
授
）

三

修
士
論
文
題
目

二
〇
二
三
年
度
の
千
葉
大
学
大
学
院

人
文
公
共
学
府
博
士
前
期

課
程
修
了
者
（
法
学
・
政
治
学
系
）
修
士
論
文
の
題
目
は
、
次
の
通

り
で
す
。

東

佑
樹

現
代
イ
ラ
ン
に
お
け
る
ク
ル
ド
人
の
動
向
と
ク
ル
ド

政
策

松
野

有

刑
罰
正
当
化
論
に
お
け
る
権
利
喪
失
論
の
可
能
性
に

つ
い
て

柴
田

拓
海

言
語
・
政
党
・
連
邦
―
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
拡
大
の
ベ
ル

ギ
ー
的
文
脈

今
井

英
理

湾
岸
ア
ラ
ブ
諸
国
に
お
け
る
受
入
国
国
民
と
移
民
労

働
者
の
関
係
―
雇
用
者
と
家
事
労
働
者
の
関
係
に
着

目
し
て
―

四

博
士
論
文
題
目

二
〇
二
三
年
度
の
千
葉
大
学
大
学
院

人
文
公
共
学
府
博
士
後
期

課
程
修
了
者
（
法
学
・
政
治
学
系
）
博
士
論
文
の
題
目
は
、
次
の
通

り
で
す
。

SA
M
IM
U
ZZA

M
A
N
U
nderstanding

South
A
sian

Poli-
tics:

Perspectives
of
Sm
all
Coun-

tries
and

the
Involvem

ent
of
Re-

gional
Pow
ers

南
ア
ジ
ア
政
治
の
理
解

―
小
国
と
地
域
大
国
の
関
与
の
視
点
か
ら
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